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① 看護学研究科　2026年度

看護学研究科博士前期（Ⅲ期）

専門科目

 看護職者の継続教育は人材育成にとって重要であるが、職業を
継続できることも重要な課題であり、その両者を並進するための
課題を見い出すための分析力、解決に向けた方策を提案するため
の発想力を問う。
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領域 理論看護学分野 

 
以下の問題に答えなさい。解答は解答用紙に記入して下さい。 

 

問1. 看護職がその役割を適切に果たすには、人材の確保と育成システムの充実が必須の 
課題です。看護職として質の高い看護を実践する能力の獲得のためには、就業後の継続
教育が必要不可欠です。一方、就業継続には、仕事と生活を調和させる「ワークライフ
バランス」についても考慮が必要です。 

継続教育の提供とワークライフバランスの両立に関して自身が経験した事例を挙げ、
その課題と対応策について管理者としての立場からあなたの考えを述べなさい。 
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【解答例】 
 継続教育は、すべての看護職者に提供される教育であり、同時にワークライフバランスを

考慮する継続教育の提供が必要である。事例を通して医療の現場でどのように提供されて

いるのか、その課題を具体的に記述する。また、管理者として継続教育を提供する際に生じ

ている課題を解決するための新たな方策を提案できているかを確認する。 
 


